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ハウス食品グループイノベーション 2 号ファンド、 

株式会社 Payke への出資に関するお知らせ 

 

ハウス食品グループ本社株式会社（本社：大阪府東大阪市、代表取締役社長：浦上 博史、以下

「ハウス食品グループ」）は、SBIホールディングス株式会社（本社：東京都港区、代表取締役会長

兼社長：北尾 吉孝）の100％子会社であるSBIインベストメント株式会社（本社：東京都港区、代表

取締役執行役員会長兼社長：北尾 吉孝）と2023年1月に共同で設立したコーポレートベンチャーキ

ャピタル（CVC）ファンド「ハウス食品グループイノベーション2号ファンド」を通じて、株式会社

Payke（本社：沖縄県那覇市、代表取締役CEO 古田 奎輔、以下「Payke」）へ出資を行うとともに、

業務提携について合意いたしました。 

 

【「Payke（ペイク）」について】 

企業概要 

名称 株式会社 Payke 

所在地 沖縄県那覇市真嘉比 2-5-16 クラリオンハウス 203 

代表取締役 CEO 古田 奎輔 

設立年月日 2014年 11月 

事業内容 訪日外国人向けショッピングサポートアプリ「Payke」の開発・運営 

物販・商品開発のコンサルティング 

URL https://payke.co.jp/ 

 

 ハウス食品グループは、2024年度より開始した第八次中期計画において、“「食で健康」クオリティ

企業への変革＜第二章＞グローバルなバリューチェーン構築で成長をめざす”をテーマに掲げ、持続

的な成長をめざしております。中期計画の中では「共創による新価値創出」を進めており、社内外パ

ートナーとのビジネスモデル構築に取り組んでいます。当該ファンドからの出資 7号案件となる本件

は、訪日外国人の消費行動分析により顧客ニーズを把握し、インバウンド需要の獲得や海外事業戦略

への活用を進め、グループの成長に繋げることを目的としています。 

 

 Paykeは “世界の消費高をあげる”というミッションを掲げ、訪日外国人向けショッピングサポー

トアプリ「Payke」の開発・運営を行うベンチャー企業です。アプリを立ち上げ「バーコード」を読み

取るだけで商品情報を 7ヶ国語で伝達できるため、パッケージでは伝えきれない商品の魅力を伝える

ことができます。また、アプリを通じて得られた訪日外国人の消費行動から、メーカーや小売店向け

にインバウンドの企画支援やインバウンド事業のコンサルティングなどに取り組んできました。 

 

 

https://payke.co.jp/


                                                    

今回、互いの知見やノウハウを共有し協働することで、両社の更なる成長及びシナジーの創出が

期待できることから、本案件の出資を決定いたしました。本業務提携により、Paykeが持つ訪日外国

人の消費行動分析データを軸にした豊富なインバウンド施策の知見と、幅広い領域で食に携わるハ

ウス食品グループの製品・サービス展開力ならびに国内外で食文化を創造してきたマーケティング

視点を組み合わせることで、国内外のお客様に新たな価値を提供するとともに、両社の発展につな

がる取り組みを推進してまいります。 

 

 

【「ハウス食品グループイノベーション2号ファンド」について】 

 「ハウス食品グループイノベーション 2号ファンド」では国内外の優れたベンチャー企業を投資

対象としており、ハウス食品グループとベンチャー企業が保有する技術・ビジネスモデル等を組み

合わせることで、「食で健康」領域において新たな価値基盤を創出し、人と笑顔をつなぐ、持続可能

な社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

 

以上 


